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平
成
２４
年
度
決
算

～
健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
～

観
音
寺
市
の

　
　
　家
計
簿

総
務
課
財
政
係

　☎
２３

−

３
９
０
０

一
般
会
計

　平
成
２４
年
度
の
一
般
会
計
歳

入
決
算
額
は
２
４
９
億
３
、
５

７
４
万
円
（
前
年
度
比
０
・
０７

％
減
）
で
歳
出
決
算
額
は
２
４

２
億
２
、
３
１
６
万
円
（
前
年

度
比
０
・
２３
％
増
）
で
し
た
。

　歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
７
億

１
、
２
５
８
万
円
で
、
翌
年
度

へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
１

億
２
、
７
４
５
万
円
を
除
い
た

実
質
収
支
は
５
億
８
、
５
１
３

万
円
の
黒
字
で
し
た
。

　歳
入
は
、
約
３
分
の
１
を
占

め
る
市
税
で
は
、
評
価
替
え
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
減
収
に
よ

り
前
年
度
と
比
較
し
て
３
、
９

６
７
万
円
、
国
庫
支
出
金
で
は
、

子
ど
も
手
当
交
付
金
の
補
助
率

の
変
更
な
ど
に
よ
り
２
億
３
、

０
０
４
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　一
方
、
市
債
は
、
観
音
寺
小

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
の
建

設
工
事
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
２
億
４
、
２
７
０
万
円
増

加
し
ま
し
た
。

　歳
出
は
、
民
生
費
が
前
年
度

と
比
較
し
て
４
億
９９
万
円
増
加

し
、
歳
出
全
体
の
約
３
分
の
１

を
占
め
て
い
ま
す
。
民
生
費
に

は
、
医
療
や
福
祉
分
野
に
係
る

経
費
が
含
ま
れ
て
お
り
、
近
年

は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
２４
年
度
の
主
な
事
業
は
、

４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
健
全
な
財
政
運
営

を
維
持
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た

財
源
を
重
点
的
か
つ
効
率
的
に

運
用
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　平
成
２４
年
度
決
算
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
市
政
」
→
「
行
政
情
報
」
→

「
財
政
状
況
」）
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　ま
た
、
決
算
書
は
、
市
役
所

総
合
案
内
所
や
大
野
原
支
所
、

豊
浜
支
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

歳入
249億3,574万円

3.8
9億5,257万円

%

その他

市税

34.0
84億7,848万円

%

24.8
61億9,118万円

%

5.7
14億1,829万円

%

1.1
2億8,687万円

%

0.9
2億1,583万円

%

地方譲与税

3.2
7億8,031万円

%

各種交付金

地方交付税

9.6
24億471万円

%

国庫支出金

県支出金

2.8
6億8,894万円

%

繰入金

繰越金 2.5
6億2,966万円

%

諸収入

11.6
28億8,890万円

%

市債

歳出
242億2,316万円

総務費

11.1
26億9,020万円

%

民生費

32.9
79億5,892万円

%

衛生費

10.2
24億6,899万円

%

農林水産業費

2.6
6億3,607万円

%商工費

2.3
5億6,975万円

%

土木費

5.4
12億9,976万円

%

消防費

3.4
8億2,132万円

%

教育費

16.6
40億1,894万円

%

公債費

14.1
34億2,307万円

%

その他

1.4
3億3,614万円

%
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　特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
目

的
の
た
め
に
設
置
し
、
一
般
会

計
と
は
区
分
し
て
経
理
す
る
会

計
の
こ
と
で
す
。

　国
民
健
康
保
険
や
公
共
下
水

道
な
ど
１１
の
会
計
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
保
険
料
や
使
用
料
な
ど

の
特
定
の
収
入
で
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　平
成
２４
年
度
は
、
全
て
の
会

計
で
黒
字
決
算
で
し
た
。

合
併
特
例
債
と
は

　合
併
後
の
市
町
村
の
一
体
性

の
確
立
や
均
衡
あ
る
発
展
な
ど

を
目
的
と
し
た
事
業
を
実
施
す

る
た
め
に
発
行
す
る
地
方
債
で

す
。
償
還
費
用
の
７０
％
が
国
か

ら
の
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ

ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債
と
は

　国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
の
不
足
分
を
補
う
た
め
に
、

地
方
公
共
団
体
が
発
行
す
る
地

方
債
で
す
。
償
還
費
用
の
全
額
が

地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　平
成
２４
年
度
末
の
地
方
債
現

在
高
は
約
３
２
１
億
円
で
、
前

年
度
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　そ
の
内
訳
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
の
交

付
税
算
入
の
大
き
い
有
利
な
地

方
債
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
除
く
地
方
債
現
在
高

は
、
約
１５
億
円
減
少
し
て
い
ま

す
。

　基
金
は
、
家
庭
で
い
う
「
貯

金
」
に
当
た
り
ま
す
。

　基
金
に
は
、
年
度
間
の
財
源

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
財
政
調

整
基
金
と
特
定
の
目
的
の
た
め

に
積
み
立
て
て
い
る
特
定
目
的

基
金
が
あ
り
ま
す
。

　平
成
２４
年
度
末
の
基
金
現
在

高
は
６４
億
円
で
す
。
観
音
寺
小

学
校
建
設
に
伴
い
、
学
校
施
設

整
備
基
金
な
ど
を
取
り
崩
し
た

の
で
、
前
年
度
末
よ
り
約
１
億

円
減
少
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

地
方
債
現
在
高

　
　（
一
般
会
計
）

基
金
現
在
高

　
　（
一
般
会
計
）

地方債現在高の推移

特　別　会　計　名 収 入 額 Ａ 支 出 額 Ｂ 差引額　Ａ－Ｂ

競 輪 事 業 5 億 1,954 万円 4 億 6,805 万円 5,149 万円

国 民 健 康 保 険 事 業 83 億 4,815 万円 83 億 4,120 万円 695 万円

国民健康保険伊吹診療所 7,739 万円 6,224 万円 1,515 万円

後期高齢者医療事業 8 億 48 万円 7 億 9,951 万円 97 万円

介 護 保 険 事 業 51 億 2,099 万円 50 億 6,450 万円 5,649 万円

介護予防サービス事業 4,651 万円 2,663 万円 1,988 万円

航 路 事 業 1 億 566 万円 9,577 万円 989 万円

粟 井 財 産 区 1,146 万円 66 万円 1,080 万円

粟 井 坂 瀬 山 林 2,058 万円 16 万円 2,042 万円

公 共 下 水 道 事 業 16 億 3,925 万円 15 億 5,027 万円 8,898 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 3,838 万円 3,694 万円 144 万円

特別会計決算額

350
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0

（億円）

297 299

323 322 321
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■合併特例債　■臨時財政対策債　■その他の地方債

■財政調整基金　■その他の基金

（億円）
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　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

平
成
２４
年
度
決
算
に
お
け
る
本
市

の
財
政
状
況
を
判
断
す
る
各
比
率

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
比
率
に
は
早
期
健
全

化
基
準
や
財
政
再
生
基
準
等
が
設

定
さ
れ
て
お
り
、
基
準
値
を
上
回

る
と
同
法
の
規
定
に
よ
っ
て
財
政

の
健
全
化
に
向
け
た
改
善
措
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　平
成
２４
年
度
決
算
に
お
け
る
比

率
は
、
い
ず
れ
も
基
準
値
を
下
回

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
本
市

で
は
、
こ
れ
ら
の
比
率
の
動
向
に

注
意
し
な
が
ら
、
健
全
財
政
の
維

持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

資
金
不
足
比
率
と
は

　各
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足

額
の
事
業
規
模
に
対
す
る
割
合
を

み
る
指
標

健
全
化
判
断
比
率

　・
資
金
不
足
比
率

　
　
　
　
　の
状
況

平成２４年度の主な事業
事　　業　　名 決　算　額

子ども医療費助成事業 ２億５，４５３万円

がん検診事業（胃がん、子宮がん、肺
がん、大腸がん、乳がん、前立腺がん）

４，３３１万円

国民健康保険特定健康診査等事業（メ
タボリックシンドローム診査）

３，７８３万円

予防接種事業（子宮頸がん、ヒブ、小
児用肺炎球菌等）

１億４，８９８万円

保育所運営事業 ７億８，２７７万円

観音寺保育所建設事業 ３億７，６２６万円

放課後児童健全育成事業 ２，７７６万円

妊婦及び乳児健康診査事業 ４，５６５万円

子ども手当・児童手当事業 １０億２，５１４万円

障害者自立支援給付費事業 ５億９，８５２万円

施設介護サービス給付事業 ２４億６，１３３万円

国民健康保険一般被保険者療養給付費 ４５億２，７１０万円

後期高齢者医療費 ７億７，６８９万円

生活保護扶助事業 ４億５，３８９万円

広報費（広報紙、ホームページ、ＣＡ
ＴＶ文字放送、オフトーク等）

２，７５８万円

自治会活動支援事業（自治会協議会活
動補助金等）

２，５８５万円

人権教育推進・人権啓発活動委託・人
権同和問題意識調査事業

４３４万円

地籍調査事業 ２，９２６万円

県営公共事業（道路・街路）負担金
（県道観音寺池田線等）

２，７５０万円

事　　業　　名 決　算　額

道路改築事業（市道出晴立野線等） ５，８９９万円

のりあいバス運行事業 ３，８１６万円

伊吹地域漁港整備事業 ４，７５０万円

室本港港湾改修事業 ４，２９４万円

消防ポンプ車整備事業 １，７０５万円

地域住宅支援交付金事業（東丸山団地等） ４，０７８万円

観音寺幼稚園建設事業 ２億９，１２１万円

観音寺小学校建設事業 １１億１９４万円

一ノ谷小学校校舎増築事業 ２億２３２万円

新庁舎建設事業 ３，７８２万円

新市民会館建設事業 ３，１２９万円

日本学生トライアスロン選手権大会開催
事業

６３３万円

住宅用太陽光発電システム設置整備事業 １，７２６万円

運動公園施設設備改修事業 ７，５４４万円

水道施設耐震化事業 ２億３，３９８万円

水道新設改良事業 １億７，７７８万円

公共下水道事業（下水道管敷設等） ２億３，４９７万円

一般廃棄物処理委託事業 ３億１，２００万円

浄化槽設置整備事業 ９，５８６万円

新規就農総合支援事業 １，４６０万円

観音寺市元気地域商品券等発行補助事業 １，６００万円

健全化判断比率の状況

特別会計の名称
平成２３年度

決算
平成２４年度

決算
経営健全化

基準

水　道　事　業 ― ―

 ２０．０ 
航　路　事　業 ― ―

公共下水道事業 ― ―

農業集落排水事業 ― ―

（単位：％）

（単位：％）資金不足比率の状況

※資金不足比率は、全会計とも資金不足額がないため、「―」と表示しています。

健 全 化 判 断 比 率 平成２３年度
決算

平成２４年度
決算

早期健全化
基準

（黄信号）

財政再生
基準

（赤信号）

実質赤字比率
（一般会計等の赤字の程度を
みる指標）

赤字なし 赤字なし １２．７３ ２０．００ 

連結実質赤字比率
（一般会計等及び公営企業会
計を含めた市全体の赤字の
程度をみる指標）

赤字なし 赤字なし １７．７３ ３０．００ 

実質公債費比率
（市全体と一部事務組合を含
めた公債費（借入金の支払
い）の標準財政規模に対す
る割合をみる指標）

１２．８ １２．５ ２５．０ ３５．０

将来負担比率
（市全体と一部事務組合、公
社・出資法人などを含めた
将来的な負担の標準財政規
模に対する割合をみる指標）

１１０．２ １００．１ ３５０．０ 
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水道事業を公表します

観音寺市長選挙
観音寺市議会議員選挙
投票日  １１月１０日（日）

「水は限りある資源です
　　　　　　大切に使いましょう」

水道局　☎２５−５２１１

○平成２４年度末の状況
給水人口　６万２，９０８人
給水戸数　２万３，９６４戸
普及率　　９９．２％
年間総配水量　　９０３万７，３２９立方メートル
一日平均配水量 　　２万４，７６０立方メートル
年間有収水量　　７２９万９，３５０立方メートル
一日平均有収水量 　１万９，９９８立方メートル

○香川用水の受水状況
年間受水量　　　５３２万４，０９１立方メートル
一日平均　　　　 　１万４，５８７立方メートル
（総配水量の５８．９％にあたり、受水費は総費用
の２７．７％を占めています）

収

　入

給水収益 １，４１９，８６４ ９７．７％
受託工事収益 ８，４９２ ０．６％
分担金・その他 ２５，３０１ １．７％

合　　　計 １，４５３，６５７ １００．０％

支

　
　
　出

人件費 １８６，７５７ １４．５％ 
物件費 ２２２，６９１ １７．３％ 
動力費 ４１，１０２ ３．２％ 
薬品費 ６，１７９ ０．５％ 
受水費 ３５６，６６５ ２７．７％ 
減価償却費 ３４２，９２３ ２６．７％ 
資産減耗費 ３４，９８６ ２．７％ 
支払利息 ５４，９４３ ４．３％ 
その他 ３９，９６３ ３．１％ 

合　　　計 １，２８６，２０９ １００．０％

○新設改良事業
県道黒渕本大線（昭和地区）、県道丸亀詫間豊浜
線（先林地区）および市道棚田３号線他１線に配
水管を布設

○老朽配水管改良工事
市道小岡石田線、国道３７７号（白坂地区）および
市道船岡線を実施し、水の安定供給に努めました。

○耐震化事業
茂木浄水場耐震化工事を実施

平成２４年度決算

主な建設改良工事

平成２４年度収支状況 （単位：千円）

貸 借 対 照 表 平成２５年３月３１日現在 （単位：千円）

・固定資産　　⑴有形固定資産　
 　　　⑵無形固定資産 
 　　固定資産合計　
・流動資産　　⑴現金及び預金等 
 　　　⑵貯蔵品
 　　　⑶その他流動資産
　　　　　　流動資産合計
　　　　　資　産　合　計

・固定負債　　⑴引当金　
　　　　　　固定負債合計
・流動負債　　⑴未払金
　　　　　　　⑵預り金等 
　　　　　　流動負債合計
　　　　　負　債　合　計

・資本金　　　⑴自己資本金 
 　　　⑵借入資本金 
 　　資本金合計 
・剰余金　　　⑴資本剰余金 
 　　　⑵利益剰余金
 　　剰余金合計 
　　　　　資　本　合　計
　　　負　債　資　本　合　計

９，１１３，３４６
８１

９，１１３，４２７
１，８７８，３０５

６，８５９
２５０，１７５

２，１３５，３３９
１１，２４８，７６６

３６６，４０８
３６６，４０８
３７４，９９１

５，４４３
３８０，４３４
７４６，８４２

４，９８８，６５４
１，８４４，５０３
６，８３３，１５７
２，３３４，３０３
１，３３４，４６４
３，６６８，７６７

１０，５０１，９２４
１１，２４８，７６６

資

産

の

部

負

債

の

部

資

本

の

部

　観音寺市長と観音寺市議会議員の任期が

１１月１９日に満了するため、１１月１０日（日）に

選挙が行われます。

　市政に携わる代表者を選ぶ大切な選挙で、

市民の皆さんが政治に参加するための重要

で基本的な手段です。候補者の政見などを

「よく見」「よく聞き」選挙の正しいルールを

守って、棄権せずに投票しましょう。

　午前７時～午後８時（伊吹町は午前７時～午後７時）

　日時　１１月１０日（日）午後９時～

　場所　大野原会館アリーナ

　期間　１１月４日（休・月）～９日（土）

　時間　午前８時３０分～午後８時

　場所　観音寺共同福祉施設１階展示ホール

選挙管理委員会事務局　☎２３－３９４５

投票時間

期日前投票・不在者投票

開票



6

　観
音
寺
市
で
も
人
口

減
少
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
就
職
先
が
な
い
と
若

者
は
都
会
に
出
て
し
ま
う
。
地

元
で
働
け
る
よ
う
に
企
業
誘
致

を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

　現
在
、
市
内
で
造
成

さ
れ
た
工
業
団
地
等
は
、

全
て
企
業
誘
致
が
完
了
し
、
立

地
企
業
約
５０
社
が
操
業
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
市
や
企
業
等

が
所
有
す
る
未
利
用
地
等
を
活

用
し
て
の
企
業
誘
致
を
推
進
す

る
た
め
、
香
川
県
や
各
市
町
と

立
地
希
望
企
業
に
関
す
る
情
報

を
共
有
し
、
県
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
発
信
し
て
い
る
「
か
が

わ
企
業
立
地
ガ
イ
ド
」
に
あ
る
、

未
利
用
地
や
空
き
工
場
の
情
報

と
県
や
市
の
優
遇
制
度
等
も
紹

介
し
な
が
ら
、
企
業
誘
致
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

　都
市
整
備
課

　
　
　
　
　☎

２３

−
３
９
１
８

　東
南
海
・
南
海
地
震

が
予
想
さ
れ
て
い
る
の

で
、
避
難
所
の
場
所
や
避
難
経

路
を
周
知
し
て
ほ
し
い
。

　市
内
全
域
の
避
難
所

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
全
戸
配
布
し
た
防
災
マ
ッ

プ
や
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
不

明
な
場
合
は
、
危
機
管
理
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　教
育
総
務
課

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
７

　自
治
会
の
入
会
に
は
、

入
会
金
が
い
る
な
ど
面

倒
な
こ
と
が
多
い
。
見
直
し
て

ほ
し
い
。

　自
治
会
は
あ
く
ま
で

任
意
の
団
体
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
歴
史
的

背
景
や
地
理
的
条
件
に
よ
り
構

成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
規
模
や

形
態
、
活
動
内
容
な
ど
は
自
治

会
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
さ

ら
に
自
治
会
の
活
動
は
、
自
治

会
会
則
等
の
内
部
規
定
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
お
り
、
入
会
金
等

に
つ
い
て
も
、
各
自
治
会
内
で

協
議
の
上
、
決
定
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　自
治
会
は
任
意
団
体
で
、
加

入
は
強
制
さ
れ
て
い
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も

　な
お
、
避
難
経
路
は
災
害
の

状
況
に
よ
り
変
わ
る
た
め
、
市

は
指
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
避
難

所
ま
で
の
経
路
は
、
普
段
か
ら

地
域
や
家
族
で
話
し
合
い
、
確

認
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　危
機
管
理
課

　
　
　
　
　☎

２３
−

３
９
４
０

　働
く
母
親
に
と
っ
て

子
ど
も
の
お
弁
当
を
作

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、

母
親
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら

す
た
め
、
幼
稚
園
の
給
食
を
実

施
し
て
ほ
し
い
。

　大
野
原
幼
稚
園
と
豊

浜
幼
稚
園
で
は
給
食
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成

２６
年
４
月
に
新
設
さ
れ
る
観
音

寺
幼
稚
園
で
は
、
観
音
寺
保
育

所
と
共
同
で
調
理
場
を
設
置
し
、

給
食
を
実
施
し
ま
す
。
給
食
セ

ン
タ
ー
か
ら
給
食
を
配
送
す
る

に
は
各
幼
稚
園
に
配
膳
室
の
設

置
が
必
要
で
す
が
、
他
の
幼
稚

園
は
施
設
の
老
朽
化
や
設
置
場

所
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、
現

時
点
で
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
配
送
は
で
き
ま
せ
ん
。

　今
後
は
、
民
間
の
給
食
業
者

を
活
用
す
る
な
ど
の
方
法
で
、

の
で
す
。

　以
上
の
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
多
く
の
方
に
加
入
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　市
民
課

　☎
２３

−

３
９
２
４

　燃
え
る
ご
み
と
燃
え

な
い
ご
み
の
袋
を
間
違

え
や
す
い
の
で
、
も
っ
と
分
か

り
や
す
い
色
（
黄
色
な
ど
）
に

し
て
ほ
し
い
。

　本
市
の
ご
み
袋
は
、

市
販
の
袋
を
指
定
袋
に

し
て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
分
か

り
や
す
い
色
（
黄
色
な
ど
）
は
、

取
り
扱
い
店
が
減
少
す
る
こ
と

や
１
枚
当
た
り
の
単
価
が
高
く

な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
流
通

の
多
い
乳
白
色
（
白
色
）
半
透

明
と
無
色
透
明
に
指
定
し
て
い

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご

せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い

複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出

た
ご
意
見
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
質
問
・

ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

Q 
& 

A

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q
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男
女
共
同
参
画

大
切
な
人
に
暴
力
な
ん
て
…
、い
い
え
、身
近
な
問
題
で
す
‼

　
　
１１
月
１２
日
～
２５
日
は

　
　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す

　Ｄ
Ｖ
（
親
密
な
関
係
の
中
で

起
こ
る
暴
力
）
は
、
相
手
を
「
自

分
だ
け
の
も
の
だ
」
と
思
い
込

み
す
ぎ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
し
て
「
思
い
通
り
に

支
配
」
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、

大
切
な
人
を
思
う
気
持
ち
が
、

暴
力
へ
と
変
質
し
た
も
の
で
す
。

　Ｄ
Ｖ
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
身
近
な
問
題
で
す
が
、
そ
の

被
害
は
周
り
か
ら
分
か
り
に
く

く
見
え
に
く
い
の
が
実
態
で
す
。

も
し
、
被
害
に
あ
っ
た
ら
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
話
し
や
す
い
人

に
相
談
す
る
か
、
下
記
の
機
関

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
相
談
を
受
け
た
場
合

は
、
話
を
じ
っ
く
り
聞
き
、「
あ

な
た
の
責
任
で
は
な
い
よ
」
と

言
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
自
分
た
ち
だ
け
で
解
決

し
よ
う
と
思
わ
ず
、
相
談
で
き

る
場
所
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◎
緊
急
の
場
合
は
一
一
〇
番
へ

★
市
家
庭
児
童
相
談
室

　（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２３

−

３
９
５
７

月
～
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
４
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

★
香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

ン
タ
ー
（
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
８
７

−

８
３
５

−

３
２
１
１

月
～
土
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

Ｅ
メ
ー
ル
相
談
（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
で
検

索
、
ま
た
は

下
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
）

★
香
川
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

☎
♯
９
１
１
０
（
全
国
共
通

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
８
７

−

８
３
１

−

０
１
１
０

最
寄
り
の
警
察
署
で
も
相
談
可

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

おめでとう
　　　ございます

平成２４年度
　　人権作品優秀賞

三豊中学校３年（平成24年度）
中野　葉さん

豊浜小学校６年
船場　愛星さん

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
４

　
　
　
　夫
婦
関
係

　
　夫
婦
円
満

小
ま
め
に
礼
を
言
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
食
事
の
支
度
を
し
て

く
れ
て
い
る
妻
に
は
「
悪
い
な
」
、

お
茶
を
入
れ
て
く
れ
た
ら
「
あ

り
が
と
う
」、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
ア

イ
ロ
ン
を
か
け
て
く
れ
た
ら

「
す
ま
な
い
な
」。
こ
の
３
つ
の

言
葉
で
十
分
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　以
上
は
参
考
例
で
す
が
、
ポ

イ
ン
ト
は
お
互
い
に
「
自
分
は

大
事
に
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ

ら
れ
る
こ
と
。
心
の
中
で
思
っ

て
い
る
だ
け
で
は
駄
目
で
す
。

要
は
「
大
切
に
思
っ
て
い
る
」

こ
と
を
言
葉
や
態
度
で
示
す
こ

と
で
、
夫
婦
関
係
が
良
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　愛
は
や
が
て
ス
ト
レ
ス
に
、

と
は
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で
す
。

中
高
年
の
夫
婦
の
場
合
は
、
妻

の
帰
り
が
遅
い
こ
と
で
け
ん
か

に
な
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　仕
事
を
し
て
い
る
女
性
も
増

え
、
現
代
の
女
性
は
行
動
的
で

す
。
友
人
と
の
食
事
や
趣
味
な

ど
で
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な

る
と
、
夫
の
機
嫌
は
悪
く
な
る

よ
う
で
す
。

　こ
ん
な
と
き
、
妻
は
ど
う
し

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
男
性

に
は
案
外
食
べ
物
が
効
き
ま
す
。

一
生
懸
命
料
理
し
て
「
ち
ょ
っ

と
味
見
し
て
み
て
」
な
ど
と
会

話
に
誘
う
と
い
い
そ
う
で
す
。

あ
る
い
は
夫
の
好
物
を
土
産
に

買
っ
て
帰
る
の
も
効
果
が
あ
る

よ
う
で
す
。「
こ
れ
好
き
だ
っ
た

わ
よ
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、
お

茶
を
勧
め
た
ら
機
嫌
も
直
る
と

い
う
わ
け
で
す
。

　ま
た
、
仕
事
か
ら
帰
っ
て
き

た
夫
が
、
不
機
嫌
な
顔
を
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ

ん
な
と
き
は
、
妻
の
方
が
聞
き

役
に
徹
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
を

吐
き
出
せ
ば
夫
の
気
持
ち
は
楽

に
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
け
ん

か
に
な
る
こ
と
も
な
い
そ
う
で

す
。　で

は
夫
は
妻
に
何
を
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

９月定例会の主な内容

３日招集・会期２５日間

平成２４年度決算の認定
一般会計補正予算など原案可決

　平成２５年第３回定例会が９月３日招集され、２７日

までの２５日間の会期で開かれました。

　白川市長から各会計の平成２４年度の決算の認定１３

件と一般会計補正予算として、歳入・歳出予算の総

額に２億７，８９６万円を追加し、総額を２７１億４，５４３

万４千円とすることのほか、特別会計補正予算が４

件、専決処分の承認が１件、条例改正が１件、条例

制定が１件、指定管理者の指定が１件、工事請負契

約の締結が３件の計２５議案が提出され議案の提案理

由の説明がありました。

　９・１０日の２日間一般質問が行われ市当局の考え

をただしました。

　議案および陳情１件は委員会付託され、決算審査

特別委員会は１１日から１３日に、各常任委員会は１８日

から２０日にかけて慎重に審査を行いました。

　また、最終日の２７日、追加議案として９月４日の

集中豪雨により災害が発生したため、平成２５年度観

音寺市一般会計補正予算（第４号）の１議案が提出

されました。

　議案は建設経済常任委員会に付託され、ただちに

委員会を開催し、慎重に審査を行いました。

　本会議では、各常任委員会の委員長から付託され

た議案などの審査結果の報告があり、採決の結果す

べての市長提出議案を原案のとおり認定・承認・同

意・可決しました。

　また、議会提出議案、意見書案、決議案も慎重に

審査が行われ、全て可決されましたが、陳情につい

ては不採択でした。

　なお、審議結果は、１３ページ「審議した議案等と

その結果」のとおりです。

詫 間　 茂
（民政クラブ）

・東小学校の跡地利用について
・健康産業の認定制度について
・競輪場バンク・宿舎の活用につい

て
●クラボウ跡地に建設されている教

育・保育施設について

立 石　 隆 男
（民政クラブ）

●公共施設について
・のりあいバスについて

大久保隆敏
（市民クラブ） ●道路網の整備について

大 平　 直 昭
（民政クラブ）

●超高速ブロードバンドの整備につ
いて

・地籍調査事業の成果に関する地図
修正補助金について

石 山　 秀 和
（ 公 明 党 ）

・瀬戸内国際芸術祭・伊吹島夏会期
開催について

●投票環境の改善について
・空き家対策について
・仮称「観音寺ものづくりブランド

認証制度」について

篠 原　 重 寿
（社会民主党）

・財政運営について
●児童虐待防止について

友 枝　 俊 陽
（市民フォーラム）

・青少年スポーツの振興について
●交通安全対策事業について

安 藤　 清 高
（日本共産党）

・４年間の市政運営の取り組みと教
訓について

●今後の市政への新たな基本的考え
方について

伊 丹　 準 二
（民政クラブ）

・瀬戸内国際芸術祭の総括について
●新市の一体感の醸成について
・大型プロジェクトについて

安 藤　 康 次
（ 無 所 属 ）

●学校再編整備について
・放課後児童クラブについて

安 藤　 忠 明
（ 公　 明　 党 ）

・市民会館の会議室について
・瀬戸内国際芸術祭について
●農業振興地域の除外について

五 味 伸 亮
（市民フォーラム）

・徳育教育について
・土曜日授業の復活の提案について
・中小企業振興基本条例について
・ふるさと納税について
・核家族化の弊害について
●三豊市、四国中央市などの周辺地

域との連携強化について
・共生社会の重要性について

一般質問項目表個人質問

●印については、質問と答弁の内容を
　次ページ以降に掲載しています。
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　「
観
音
寺
市
総
合
振
興
計

画

　後
期
基
本
計
画
」
の
中
で

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
利
用

可
能
世
帯
の
割
合
の
目
標
値
を

平
成
２９
年
度
１
０
０
％
と
し
て

い
る
が
、
現
在
の
整
備
状
況
は
。

ま
た
整
備
が
進
ん
で
い
る
県
内

他
市
町
を
参
考
に
、
早
急
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
民
間
通
信
事
業
者
が
整
備

を
進
め
て
き
た
。
今
年
度
整
備

さ
れ
る
豊
浜
、
大
野
原
地
区
の

一
部
を
含
め
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
の
世
帯
カ
バ
ー
率
は
約
６７
％

と
な
る
。
木
之
郷
、
大
野
原
、

伊
吹
の
３
つ
の
交
換
局
、
お
よ

び
豊
浜
局
の
一
部
の
エ
リ
ア
で

未
整
備
の
地
域
が
あ
る
。
超
高

速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備
は
、

県
内
の
各
市
町
で
も
か
な
り
進

ん
で
き
て
お
り
、
本
市
に
お
い

て
も
、
未
整
備
地
区
の
情
報
通

信
基
盤
の
整
備
に
向
け
て
早
急

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
今
後
と
も
、
民

間
の
電
気
通
信
事
業
者
に
対
し
、

市
内
全
域
へ
の
整
備
を
要
望
し

て
い
く
と
と
も
に
、
他
市
町
の

　
　
　統
合
小
学
校
の
校
舎
は

想
定
さ
れ
る
最
大
震
度
の
地
震

に
耐
え
う
る
建
物
と
な
っ
て
お

り
、
児
童
・
園
児
は
も
と
よ
り

近
隣
住
民
の
一
時
避
難
場
所
と

し
て
、
浸
水
予
想
値
よ
り
高
所

で
あ
る
２
階
、
３
階
へ
の
一
時

避
難
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
さ
ら
に
日
ご
ろ
か
ら
の

防
災
教
育
が
重
要
で
あ
る
と
思

う
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ソ

フ
ト
面
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

県
が
策
定
す
る
新
し
い
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、

市
と
し
て
要
望
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
は
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　以
前
に
は
、
将
来
に
わ

た
り
市
有
資
産
を
適
正
に
利
活

用
す
る
に
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
を
取

り
入
れ
、
全
庁
的
・
統
一
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
答
弁
さ
れ
た
。
公
共

施
設
の
現
況
調
査
を
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
合
併

１０
年
の
２
年
後
に
は
、
本
庁
舎

・
市
民
会
館
な
ど
の
大
き
な
公

共
施
設
も
完
成
す
る
。
公
共
施

設
な
ど
の
在
り
方
に
つ
い
て
見

直
す
時
期
が
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
本
市
の
公
共

施
設
な
ど
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
　現
在
は
、
各
施
設
の
現

状
を
詳
細
に
把
握
し
、
施
設
の

適
正
配
置
、
長
寿
命
化
、
多
機

能
化
な
ど
の
検
討
を
進
め
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
維
持
管
理
費

や
補
修
状
況
、
利
用
状
況
な
ど

の
情
報
収
集
や
分
析
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　公
共
施
設
は
、
配
置
や
利
用

状
況
、
老
朽
化
、
耐
震
補
強
の

必
要
性
な
ど
、
総
合
的
な
観
点

か
ら
、
在
り
方
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
、
本
市

の
公
共
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

の
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、

検
討
を
進
め
、
市
民
の
意
見
を

聴
く
中
で
、
総
合
的
な
方
針
を

定
め
て
い
く
。

　
　
　現
在
国
道
１１
号
で
終
点

と
な
っ
て
い
る
、
市
道
醍
醐
坊

線
を
南
東
方
向
の
県
道
観
音
寺

佐
野
線
へ
延
長
し
、
丸
井
、
花

稲
、
山
田
の
市
内
産
業
団
地
間

を
結
ぶ
産
業
道
路
と
し
て
の
整

備
を
提
案
す
る
。
産
業
発
展
の

た
め
に
必
要
と
思
う
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　市
道
醍
醐
坊
線
は
市
道

観
音
寺
大
野
原
線
の
花
稲
北
地

区
と
国
道
１１
号
の
十
三
塚
地
区

を
結
び
、
花
稲
工
業
団
地
や
山

田
産
業
団
地
へ
の
通
勤
と
、
物

流
の
円
滑
化
を
目
的
と
し
て
、

平
成
２０
年
度
に
完
成
し
た
路
線

で
あ
る
。

　提
案
の
区
間
は
、
市
道
醍
醐

坊
線
の
国
道
１１
号
交
差
点
と
県

道
観
音
寺
佐
野
線
の
残
水
自
治

会
付
近
を
結
び
、
現
在
幅
員
３

ｍ
の
市
道
残
水
十
三
塚
線
が
一

部
重
複
し
て
お
り
、
大
野
原
、

中
姫
、
萩
原
方
面
か
ら
で
あ
れ

ば
花
稲
工
業
団
地
、
山
田
産
業

団
地
へ
は
最
短
距
離
で
結
ば
れ

る
区
間
で
あ
る
。

　産
業
道
路
と
し
て
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
市
道
醍
醐
坊
線
が

完
成
し
５
年
が
経
過
す
る
中
で
、

各
産
業
団
地
間
の
物
流
や
隣
接

の
三
豊
市
方
面
か
ら
の
物
資
や

人
の
移
動
、
お
よ
び
現
在
整
備

中
の
県
道
観
音
寺
佐
野
線
の
整

備
状
況
を
踏
ま
え
、
整
備
の
必

要
性
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
い
。

　
　
　自
治
会
連
絡
協
議
会
の

要
望
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望

や
日
々
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し

て
い
る
先
生
方
の
安
全
な
土
地

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も

む
な
し
く
、
建
物
部
分
だ
け
床

面
を
９６
㎝
に
か
さ
上
げ
を
し
た

だ
け
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

浸
水
地
域
に
建
設
が
進
ん
で
い

る
。
い
ま
だ
に
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
新
施
設
は
本
当
に

安
全
な
の
か
、
防
災
拠
点
と
し

て
避
難
所
と
し
て
大
丈
夫
な
の

か
と
新
施
設
へ
の
不
安
を
持
っ

て
い
る
。
市
と
し
て
絶
対
に
安

全
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
市

民
の
不
安
を
取
り
除
く
手
だ
て

を
と
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
い

か
が
か
。

答
弁

質
問

　
  質 

問
答
弁

と

個
人
質
問

詫
間 　

茂

ク
ラ
ボ
ウ
跡
地
に
建
設
さ
れ

て
い
る
教
育
・
保
育
施
設
に

つ
い
て

立
石　

隆
男

大
久
保
隆
敏

公
共
施
設
に
つ
い
て

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て

質
問

質
問

答
弁

答
弁

大
平　

直
昭

超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の

整
備
に
つ
い
て

質
問

答
弁



10

９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

　
　
　合
併
当
初
の
地
域
間
の

不
均
衡
を
合
併
後
５
年
を
め
ど

に
是
正
す
る
と
し
た
1
市
２
町

の
申
し
合
わ
せ
以
来
す
で
に
８

年
を
経
過
し
た
。「
新
市
の
一
体

感
の
醸
成
」
と
よ
く
言
わ
れ
る

が
、
現
在
の
本
市
は
目
的
を
達

し
て
い
る
の
か
。

　例
え
ば
、
自
治
会
へ
の
助
成

の
差
異
、
幼
稚
園
で
の
給
食
の

有
無
な
ど
。

　地
域
間
の
不
満
は
、
そ
の
原

因
を
同
時
に
解
決
す
る
こ
と
で
、

早
晩
解
消
す
る
と
信
じ
る
が
、

違
っ
た
形
の
併
在
は
、
い
つ
ま

で
も
異
質
な
物
の
存
在
を
認
め
、

一
体
感
に
は
程
遠
い
と
思
わ
れ

る
が
い
か
が
か
。

　
　
　合
併
以
来
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
新
市
の
一
体
感
の
醸

成
に
努
め
て
き
た
が
、
い
ま
だ

統
一
さ
れ
て
い
な
い
制
度
や
案

件
、
組
織
団
体
も
残
っ
て
お
り
、

各
分
野
の
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

制
度
面
、
組
織
面
で
の
統
一
は

必
要
で
あ
り
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
、
市
全
域
が
自
分
の
街
と

い
う
意
識
と
愛
着
を
持
て
る
よ

う
、
各
分
野
で
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

　
　
　①
全
国
の
虐
待
相
談
件

数
は
、
こ
こ
１０
年
余
り
で
３
・

５
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
市
の

最
近
３
カ
年
の
相
談
状
況
は
。

②
児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、
国

民
に
子
ど
も
を
救
う
義
務
・
責

務
を
課
し
て
い
る
。
市
民
か
ら

の
虐
待
に
つ
い
て
の
通
報
と
対

応
状
況
。
③
相
談
件
数
の
増
加

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
人
員

増
を
含
め
き
っ
ち
り
と
し
た
体

制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　①
身
体
的
、
心
理
的
虐

待
は
そ
れ
ぞ
れ
１０
ケ
ー
ス
前
後

と
大
き
な
変
動
は
な
い
。
た
だ
、

養
育
放
棄
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
は

平
成
２２
年
度
３２
件
、
平
成
２３
年

度
２４
件
、
平
成
２４
年
度
が
５７
件

と
大
き
く
増
え
て
い
る
。
②
啓

発
活
動
に
よ
り
、
近
隣
や
知
人
、

ま
た
、
家
族
な
ど
か
ら
の
通
報

が
増
え
て
い
る
。
そ
の
場
合
、

県
と
共
に
対
応
し
た
り
、
市
相

談
員
・
保
健
師
が
対
応
す
る
ケ

ー
ス
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
４８
時

間
以
内
に
家
庭
訪
問
し
、
指
導

し
て
い
る
。
③
現
在
、
家
庭
児

童
相
談
員
１
名
と
保
健
師
が
携

わ
っ
て
い
る
。
最
近
、
相
談
件

数
の
増
加
と
内
容
が
複
雑
化
し

て
い
る
た
め
、
相
談
員
、
保
健

師
の
精
神
的
な
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
職
員

の
健
康
管
理
や
増
員
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　本
年
、
県
で
は
交
通
死

亡
事
故
２
年
連
続
ワ
ー
ス
ト
１

位
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
交
通

死
亡
事
故
抑
止
総
合
対
策
事
業

と
し
て
交
通
安
全
施
設
の
重
点

整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
市

で
も
一
旦
停
止
の
カ
ラ
ー
線
化

や
緑
色
や
青
色
で
注
意
を
促
す

箇
所
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
カ
ラ
ー

線
化
や
高
輝
度
標
識
を
望
む
声

が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

な
対
応
と
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど

の
交
通
弱
者
対
策
、
交
差
点
や

夜
間
の
事
故
抑
止
対
策
な
ど
、

身
近
な
道
路
の
安
全
性
を
い
っ

そ
う
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
、
自
治
会
や
学
校
関
係
者
の

要
望
や
意
見
を
踏
ま
え
た
中
で

所
管
の
観
音
寺
警
察
署
に
対
し
、

さ
ら
に
拡
充
し
て
も
ら
え
る
よ

う
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　「
あ
な
た
の
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
」
と
い
う
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

特
に
市
政
の
中
で
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
の
要
望
に
つ
い
て
伺

う
。

①
合
併
の
一
体
感
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
②
国
保
税
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
③
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
待
機
者
の
解
消

の
た
め
の
増
設
に
つ
い
て
④
学

校
給
食
に
地
産
地
消
の
拡
大
を

⑤
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
い
て

　
　
　①
ま
だ
理
解
い
た
だ
け

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
説
明

を
し
て
い
く
。
②
国
保
財
政
は

厳
し
い
状
況
で
今
後
と
も
国
の

国
庫
負
担
の
増
額
を
要
望
し
て

い
く
。
③
介
護
付
有
料
老
人
ホ

ー
ム
２
施
設
６０
床
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
１
施
設
２９
床
の
増

床
を
予
定
し
て
い
る
。
④
地
場

産
物
活
用
状
況
は
、
４２
％
で
さ

ら
に
利
用
促
進
を
図
る
。
⑤
新

規
就
農
者
、
営
農
集
団
、
集
落

営
農
、
農
業
法
人
な
ど
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
集
積

・
有
効
利
用
を
図
り
耕
作
放
棄

地
の
解
消
対
策
を
進
め
て
い
く
。

先
行
事
例
も
参
考
に
し
つ
つ
、

国
な
ど
の
補
助
制
度
の
活
用
や

民
間
電
気
通
信
事
業
者
へ
の
支

援
な
ど
、
整
備
実
現
に
向
け
て

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。　

　
　投
票
所
へ
の
メ
モ
の
持

ち
込
み
に
つ
い
て
、
選
挙
管
理

委
員
会
の
見
解
と
今
後
の
選
挙

に
対
す
る
対
応
を
伺
う
。

　
　
　公
職
選
挙
法
に
お
い
て

は
、
メ
モ
な
ど
の
持
ち
込
み
を

禁
止
し
た
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
選
挙
人
が
自
ら
の
た
め

の
メ
モ
を
投
票
所
に
持
ち
込
む

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

メ
モ
と
し
て
常
識
を
超
え
る
必

要
以
上
に
大
き
な
紙
に
書
い
た

も
の
で
の
、
選
挙
運
動
ま
が
い

の
行
為
、
投
票
所
の
秩
序
を
乱

す
行
為
、
ま
た
、
他
人
の
投
票

に
干
渉
し
た
り
、
特
定
候
補
へ

の
投
票
を
呼
び
掛
け
た
り
す
る

行
為
は
、
公
職
選
挙
法
２
２
８

条
の
「
投
票
干
渉
罪
」
な
ど
の

法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
慎
重
な
対
応
を
し
て
い
く
。

併
せ
て
、
メ
モ
な
ど
の
表
示
物

が
記
載
台
に
残
さ
れ
な
い
よ
う

注
意
を
図
っ
て
い
く
。

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

安
藤　

清
高

今
後
の
市
政
へ
の
新
た
な
基

本
的
考
え
方
に
つ
い
て

質
問

質
問

友
枝　

俊
陽

交
通
安
全
対
策
事
業
に
つ
い
て

篠
原　

重
寿

石
山　

秀
和

質
問

質
問

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て

投
票
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

伊
丹　

準
二

新
市
の
一
体
感
の
醸
成
に
つ
い
て

質
問

答
弁
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

　
　
　平
成
２６
年
４
月
か
ら
幼

稚
園
に
お
け
る
３
歳
児
保
育
を

実
施
し
て
い
な
い
の
は
、
一
ノ

谷
、
豊
田
幼
稚
園
の
み
と
な
り
、

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
不
公

平
感
が
出
る
。
そ
れ
ら
の
幼
稚

園
に
お
け
る
実
施
に
つ
い
て
伺

う
。
併
せ
て
、
市
立
幼
稚
園
を

観
音
寺
北
部
地
域
、
南
部
地
域
、

大
野
原
、
豊
浜
の
４
園
に
再
編

統
合
す
る
と
し
た
学
校
再
編
整

備
の
答
申
に
基
づ
き
、（
新
）
観

音
寺
幼
稚
園
が
来
年
開
園
す
る
。

南
部
地
域
い
わ
ゆ
る
一
ノ
谷
、

豊
田
、
柞
田
幼
稚
園
の
統
合
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　一
ノ
谷
、
豊
田
２
園
の

３
歳
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
柞

田
幼
稚
園
を
含
め
た
幼
稚
園
の

再
編
構
想
を
も
考
慮
し
た
中
で

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
一
ノ
谷
、

豊
田
、
柞
田
幼
稚
園
の
統
合
に

つ
い
て
は
、
市
立
学
校
等
再
編

基
本
方
針
の
統
廃
合
の
プ
ラ
ン

の
中
で
、
設
置
場
所
の
検
討
が

重
要
と
な
り
、
決
定
後
速
や
か

に
事
業
着
手
で
き
る
よ
う
総
合

的
に
準
備
を
進
め
る
と
あ
る
。

３
園
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
国

の
子
ど
も
園
構
想
が
現
在
で
も

不
透
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
園

児
数
の
推
移
や
施
設
の
安
全
性

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
総
合
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　こ
こ
数
年
前
か
ら
、
農

地
転
用
が
厳
格
に
な
っ
て
苦
慮

し
て
い
る
と
の
声
を
聞
く
。
調

べ
て
み
る
と
、
農
業
振
興
地
域

の
除
外
の
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
条

件
が
付
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
当
局
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。　

　
　県
に
お
い
て
は
、
農
村

振
興
局
長
通
知
の
趣
旨
を
踏
ま

え
て
農
政
第
５
８
５
１
７
号
の

判
断
基
準
に
お
い
て
運
用
さ
れ

て
い
る
。
農
振
除
外
に
関
し
て

は
、
細
か
い
判
断
基
準
が
設
け

ら
れ
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
変

わ
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
申
請
書
を
受
理
す
る
場

合
に
は
県
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

判
断
基
準
を
尊
重
し
つ
つ
申
請

書
を
受
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
　三
豊
市
、
四
国
中
央
市
、

三
好
市
は
、
気
候
、
文
化
の
似

た
地
域
で
あ
り
、
古
く
か
ら
つ

な
が
り
も
深
く
、
市
民
の
生
活

圏
で
あ
り
、
連
携
を
持
つ
こ
と

は
大
切
だ
と
考
え
る
。

　連
携
強
化
の
大
き
な
目
的
は
、

交
通
の
要
所
を
背
景
に
、
道
州

制
を
見
据
え
た
中
心
を
担
え
る

地
域
づ
く
り
。
比
較
的
災
害
が

少
な
く
、
温
暖
な
気
候
を
背
景

に
し
た
定
住
の
促
進
。

　地
域
の
魅
力
を
強
力
に
発
信

す
る
こ
と
に
よ
る
交
流
人
口
の

増
加
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
に
は
、
今
以
上
の

取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
市
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
伝
統
や

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る

市
民
間
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、

交
通
や
施
設
、
主
要
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
観
光
な
ど
の
行
政
間
の

つ
な
が
り
を
よ
り
一
層
深
め
、

共
生
地
域
と
し
て
発
展
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
、
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　今
後
と
も
市
民
間
の
交

流
が
広
が
る
よ
う
に
支
援
し
て

い
く
。
行
政
と
し
て
も
地
理
的

条
件
、
気
象
的
条
件
を
活
か
し

な
が
ら
、
本
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
周
辺
地
域
と

連
携
を
図
り
、
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

答
弁

五
味　

伸
亮

三
豊
市
、
四
国
中
央
市
な
ど

の
周
辺
地
域
と
の
連
携
強
化

に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

安
藤　

忠
明

農
業
振
興
地
域
の
除
外
に
つ
い
て

質
問

安
藤　

康
次

学
校
再
編
整
備
に
つ
い
て

質
問

子ども議会が開催されます
　市内１３の小学６年生の代表児童２２人が模擬議会を行います。

　子ども議会は児童の立場で行政や地域社会について日ごろ

から思っていることを質問し、市長や教育長などから直接答

弁を聞くことで、よりいっそう地域の事柄について関心を持

ち、ふるさとを愛する心や地域の将来を考える力を育てよう

と実施するものです。

１２月２５日（水）午前９時から

市議会議事堂（本庁４階）

「元気な街でくらすために」

　　～ＬＯＶＥ観音寺のきもち～

観音寺中央ライオンズクラブ

観音寺市教育委員会

日　時

場　所

主　催

協　賛

テーマ
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議会の活性化および議員活動に活かすために、下記の内容で視察研修を実施しました。

平成２５年５月２１日（火）～２３日（木）

●福井県坂井市【まちづくり基本条例について】
　制定の目的：住民自治の拡充を図りながら、協働
のまちづくりや住民自治に関する理念・原則などを
定めたルールを示し、個性あるまちづくりを進める。
課題としては、市民に趣旨を理解してもらえていな
い。今後、さまざまな手法を活用し、ＰＲするとと
もに、まちづくりにも積極的な参加を呼び掛ける。

●富山県氷見市【移住・定住促進の取り組みについて】
　定住人口の増加と人口流出の抑制を図り、活力あ
るまちづくりを推進するための施策。
　取組内容：住宅団地造成業者への補助。若者及び
市外からの転入者への住宅取得支援。田舎暮らし体
験ゲストハウス（生活体験施設）

●石川県金沢市【広聴・広報の取り組みについて】
　ＳＮＳを使った双方向のコミュニケーションによ
り、行政への理解を深める。
　取組内容：フェイスブック・ツイッタ―・市政紹
介動画「いいＭｏｖｉｅかなざわ」を活用し、市の
情報発信力の強化と金沢のまちのブランドイメージ
を高める取り組み。

●石川県加賀市【予算編成の透明化（見える化）について】
　各課の予算要求段階から予算案の作成までの状況を公表し、市政に対する理解と
信頼を深めることを目的としている。
　市の主な事業を市民目線で評価し、その結果を基に予算化作業に取り掛かる。編
成作業の節目に市のホームページにて公表し、意見を募集。

委員長　篠原重寿、副委員長　安藤康次
委　員　大賀正三、大久保隆敏、原　俊博、大矢一夫、井上浩司、大平直昭

平成２５年５月２１日（火）～２３日（木）

●新潟県長岡市  【子育ての駅運営事業について】
　長岡市は雪国であるため、冬場の子どもの遊びが
少ないという声が多く、子育て相談や親同士の交流
の場が求められていたことから、子育て機能を兼ね
備えた全天候型屋根付き施設「子育ての駅てくて
く」などを整備し成果をあげている。

●新潟県柏崎市  【文化会館アルフォーレについて】
　市民の芸術文化活動の中核施設として市民に親し
まれ、にぎわいを創出する場として柏崎の誇れる施
設になっている。

●千葉県市川市  【健康都市の取り組みについて】
　健康都市プログラム、健康都市推進講座、還暦式、
いきいき健康教室の４テーマについて詳細な説明を
受けた。特にいきいき健康教室については多数の参
加があり、健康長寿に大いに貢献している。

委員長　西山正勝、副委員長　詫間　茂
委　員　秋山忠敏、高橋照雄、黒川健太郎、安藤清高、
　　　　石山秀和、友枝俊陽

日　　時

場所・事項

参  加  者

日　　時

場所・事項

参  加  者

常任委員会の行政視察の報告

総務委員会

文教民生委員会

▲金沢市

▲市川市

▲坂井市

▲長岡市　子育ての駅「てくてく」
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９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

一
般
質
問

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

議
会
だ
よ
り

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

議会からのお知らせ
●次回の定例会は１２月の予定です。本会議はだ

　れでも傍聴できます。

●本会議の録画映像をインターネット配信して

　います。いつでもご覧いただけますので、ご

　利用ください。

　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　　

広 聴 広 報 委 員 会
皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

〒768-8601　観音寺市坂本町一丁目１番 1 号　
　　　　　　☎ 23－3913　FAX23－3914
　　　　　　Ｅメール gikai@city.kanonji.lg.jp

議　　　　　案　　　　　名 審議結果
※市長提出議案
平成２４年度観音寺市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定（反対１人）

平成２４年度観音寺市競輪事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

平成２４年度観音寺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市航路事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市粟井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

平成２４年度観音寺市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 〃

専決処分の承認について（平成２５年度観音寺市一般会計補正予算（第２号）） 承　認（反対３人）

観音寺市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 原案可決

観音寺市中小企業振興基本条例の制定について 〃

指定管理者の指定について（観音寺市総合コミュニティセンター） 〃

平成２５年度観音寺市一般会計補正予算（第３号） 原案可決（反対２人）

平成２５年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

平成２５年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２５年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

平成２５年度観音寺市航路事業特別会計補正予算（第１号） 〃

工事請負契約の締結について（観音寺市新庁舎建設工事（建築主体）） 同　意（反対１人）

工事請負契約の締結について（観音寺市新庁舎建設工事（電気設備）） 同　意

工事請負契約の締結について（観音寺市新庁舎建設工事（機械設備）） 〃

平成２５年度観音寺市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

※陳情
国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める陳情書 不採択（賛成１）

※議提議案　

特別委員会の設置について 原案可決

観音寺市議会委員会条例の一部改正について 原案可決（反対５人）

※意見書案
地方財政の拡充・強化を求める意見書 原案可決

※決議案
高齢者の交通死亡事故抑止に関する決議 原案可決

●第３回（９月）定例会

◆委 員 長　石 山 秀 和 　　　◆副委員長　五 味 伸 亮

◆委　　員　楠 井 泰 功 　　　◆委　　員　安 藤 清 高

◆　　〃　　　篠 原 重 寿 　　　◆　　〃　　　井 上 浩 司

◆　　〃　　　大 平 直 昭 　　　◆　　〃　　　詫 間 　 茂
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　まだ暑さが残る秋分の日に、萩の丘公園と萩原寺で
第２８回萩まつりが開催されました。青空市に並ぶ家族
連れや、子どもたちの晴れ舞台を撮影するお父さん、
萩の花を愛でながら野だて茶会を
楽しむ人など、ことしもたくさん
の人で大にぎわいとなりました。

　香川県消防学校で県消防操法大会が開催されました。
競技では、ポンプ車からホースをつなぎ放水体勢をと
るまでのタイムや操法の正確さなどを競いました。市
からは、観音寺第３方面隊常磐分団が出場し、日頃の
訓練の成果を発揮し、見事準優勝を勝ち取りました。

思い出いっぱい萩まつり

消防団員が訓練の成果を披露

災害廃棄物の収集等に関する協定締結

災害時における応援・支援の協定を締結しました
災害時医療救護活動に関する協定締結

23
9

26
9

10
10

89

　青年海外協力隊員として、ホンジュラス共和国（中
央アメリカ）の小学校で算数プロジェクトに参加して
いた三宅康仁さん（室本町）が、任期を終え帰国した
ことを白川市長に報告しました。三宅さんは ｢子ども
たちと信頼関係を築きながら、教えることと同時に学
ぶことができた｣ と、充実した２年間を振り返ってい
ました。

▲観音寺市建設業協会／観音寺市 ▲一般社団法人三豊・観音寺市医師会／観音寺・三豊
薬剤師会／観音寺市歯科医師会、三豊歯科医師会、
大野原町豊浜町歯科医師団／三豊市／観音寺市

　毎年市内３カ所で開催している男性料理教室。保健
センターでの教室には２２人が参加、食生活改善推進協
議会員に尋ねたりレシピを参考にしたりしながら楽し
そうに調理し、アジの梅じそチーズソテーや豚汁など
４品の料理が完成しました。奥さんの日々の苦労が分
かるとの感想。ぜひ家でも作ってみてください。

経験を日本の子どもたちに伝えたい

和気あいあいと楽しく調理

269

20
9
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▲監督＝大谷真弓、選手＝近藤ありす、八木咲玖良、
山田彩香、森川佳由、井上未海、小出マリン
　　　　　　　　　　　　　　　＜敬称略・順不同＞

第３１回全日本ジュニア新体操
選手権大会出場激励会

　ことしの顕彰対象は２９１人で、訪問を希望した次の
３２人に顕彰状と記念品を贈り、お祝いしました。
大谷薫、元木繁夫、白川ツヤ子、入江ツイ子、合田甚
三、荻田晴子、植木盛光、合田友市、田中秋男、大
義男、近藤ヨシ子、守谷ヒサコ、高橋ハルヱ、木村シ
ノブ、久保ヒサヱ、吉田賢次郎、大矢福一、田中ツギ、
牧野章、大西久美、平岩マスヱ、清水治、宗田タネ、
高丸綾子、冠者トキヱ、松尾サカヱ、宮武登美子、三
宅マサノ、原利夫、森敦子、木川政江、三好フジノ
　　　　　　　　　　　　　　　＜敬称略・順不同＞

長寿を祝い９０歳顕彰訪問

　わくわく体験教室でサツマ芋の収穫作業があり、参
加した約２０人の子どもたちは、マルチをはがして、掘
り出しに挑戦。卵ぐらいからラグビーボールほどの大
きさの芋をたくさん収穫し、小さい芋は焼き芋にして
おいしくいただきました。大きい芋は、次の教室でお
菓子作りに使う予定です。

▲陸上監督＝藤岡英陽、陸上選手＝藤田いづみ、白川
千尋、大川愛華、三宅功朔、大賀春輝、曽我歩希、大
久保圭介、冨原拓、銃剣道監督＝石川慎也、銃剣道選
手＝向井達矢、アーチェリー監督＝宮武孝明、ライフ
ル射撃選手＝橋本怜依、馬術選手＝高木成、空手道選
手＝三宅瑠乃、レスリング選手＝黒川達也、カヌー選
手＝薦田遥　　　　　　　　　　＜敬称略・順不同＞

▲観音寺中２年中西有香、中部中３年肥後海斗、伊吹
中２年川端真由、大野原中３年石川諒、白川千尋、２
年熊谷優一、１年井下大誌、加藤萌々花、豊浜中３年
武下純也　　　　　　　　　　　＜敬称略・順不同＞

第４４回ジュニアオリンピック
陸上競技大会出場選手激励会

第６８回国民体育大会
出場監督・選手激励会

全国大会出場おめでとうございます

　萩の丘公園広場で、親子連れら約３００人が参加して
の大野原てんこもりスポレク祭。分団対抗の「ムカデ
競争」では「イチニ、イチニ」と声を合わせ真剣な表
情で競技したり「紙ヒコーキ投げ」では、思い思いの
形の紙ヒコーキで飛行距離を競い合ったりと広場には
歓声や拍手が上がり、みんなで楽しんだ１日でした。

お芋がいっぱい収穫できたよ

9
24

10
3

9
28

10 4、7～10

10
15

9
29 青空のもと歓声や笑い声が響く

特別養護老人ホーム楽陽荘にて
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白 川 翔
しょう

大
た

ちゃん

父 浩之さん　  　母 恵理さん
（中田井町）

 

 

久保湊
そう

太
た

郎
ろう

ちゃん

父 賢治さん　   　母 陽子さん
（大野原町青岡）

中 西 彩
いろ

羽
は

ちゃん

父 渉さん　　 　母 香さん
（植田町）

合田穂
ほ

乃
の

華
か

ちゃん

父 雄志さん　   　母 夕陽さん
（大野原町大野原）

宮下愛
な

々
な

実
み

ちゃん

父 仁希さん  　母 美奈子さん
（柞田町）

満１歳の子どもを募集
　11月１日から11月29日まで ２月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２4 年１１月生まれ

 
 

大 川  桜
さくら

ちゃん

父 大輔さん　　　母 理恵さん
（大野原町福田原）

食育コーナー

　オリーブは、明治４１年に農商務省がアメリカか
ら輸入した苗木で、香川県（小豆島）だけが栽培
に成功しました。昭和２９年に「県花」、昭和４１年に

「県木」に選定されました。オリーブの果実を搾っ
た油は、多くの栄養素を含み抗酸化作用や血中コ
レステロールを改善するなどで注目され、ブーム
が広がっています。学校給食でも最近の地産地消
と相まって、オリーブ油を使ったサラダがよく登
場します。
　今回は、オリーブの塩漬けを使った「オリーブ
とトマトのパスタ」を紹介します。

★バターロールパン
★オリーブとトマトのパスタ
★イカのさらさ揚げ
★野菜たっぷりサラダ
★牛乳
★ゴールドキウイ

県花・県木のオリーブを食卓に
学校給食課　☎５７－６６６０

献立

❶タマネギは３ミリにスライスし、ニンニクはみじん
切り、ウインナーソーセージは２ミリの輪切りにす
る。ベーコンは短冊切り、ホールトマトは小さくカ
ットする。オリーブの塩漬けは、さっと水洗いする。

❷スパゲティはゆでておく。
❸オリーブ油を熱してニンニクを弱火で炒め、ベーコ

ン、タマネギを加え炒め、最後にソーセージを炒める。
❹③にトマトとコンソメ、水、ベイリーフを加えて煮、

軟らかくなったらベイリーフを取り出し、オリーブ
と三温糖、塩、コショウを加えて味を調え②のスパ
ゲティをからめ、粉チーズとパセリをふって仕上げ
る。

オリーブとトマトのパスタ

スパゲティ１５０ｇ、ウインナーソーセージ５０ｇ、ベー
コン５０ｇ、オリーブ油大さじ１、ニンニク小１かけ、
タマネギ１／２個、ホールトマト（缶）１５０ｇ、チキン
コンソメ小さじ１弱、水１００㏄、オリーブ塩漬け１０個、
三温糖小さじ１、塩・コショウ少々、ベイリーフ１枚、
パセリのみじん切り少々、粉チーズ大さじ２

（４人分）

（観音寺学校給食センターの献立より）

材　料

作り方
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●食べて治して、ハッピーライフ

１１月８日（金）午後２時～午後３時

生活習慣を見直して糖尿病を予防する

１１月２２日（金）午前１０時～正午

調理実習＝野菜たっぷり鍋料理

６００円

野々池地区「梨の郷散策コース」

　自然豊かな田園風景を楽しみながら、ウオーキ

ングで健康づくりをしませんか。健康運動指導士

による正しいウオーキング指導もあります。

１１月１４日（木）

午前８時３０分集合、午前１１時３０分頃解散

豊浜南部集会所前

南部集会所から吉田川の田園風景、ふれあい展

望所、野々池地区を歩く約４・８㎞のコース（坂

道もあり）

飲み物、タオル、帽子、「ふる里探検隊」の冊子

（持っていない人には当日渡します）

歩きやすい服装と靴で参加してください。

　保健センター　☎２３－３９６４

　青少年が健やかに育ち、豊かな人間に成長・自立すること

を願って、少年育成センターではさまざまな広報・啓発活動

をします。

○市役所本庁に、啓発標語の懸垂幕を掲示

○広報車による啓発

○「家庭の日」ポスター入賞作品の掲示

　１１月１８日（月）～２５日（月）　市役所本庁１階ロビー

○健全育成キャンペーン

　１１月１日（金）午後４時から、市内量販店の店頭でチラシや

ポケットティッシュなどを配布

（子ども・若者・いじめ相談電話）

　不登校やいじめ、非行などの問

題行動、子育てや子どもの発達に

ついての悩みなど、一人で悩まず

気軽に相談してください。

少年育成センター　☎２５−４２５１

健康
だより

健康づくり
ふるさと探検ウオーキング

歯ッスル教室

献血に協力してください

１１月１９日（火）午後１時３０分～午後３時

保健センター

歯周病予防の話、正しいブラッシングの仕方など

平成２５年度歯周疾患検診で要指導または要精検と

判定された人

歯周疾患検診結果のお知らせ（緑色の紙）

　保健センター　☎２３－３９６４

１１月１７日（日）午前９時～午後４時

豊田公民館（豊田地区文化祭会場）

豊田地区献血推進協議会

１１月２２日（金）午前９時３０分～午前１１時３０分、

午後０時３０分～午後４時

観音寺市役所ロビー

観音寺ライオンズクラブ

日時 場所 内容 対象

受付期間料金料

料

持参物持

持

持

問合先申込先 注意注

注

主催主

主

主

募集人数

●腎臓病教室

１１月２１日（木）午後３時３０分～午後５時

腎臓食の基本／腎臓の検査

●夜間糖尿病教室

１１月１４日（木）午後６時～午後７時

糖尿病に効果的な運動（実技あり）／糖尿病と

足の観察

各教室とも予約が必要　　　　同病院健康管理センター　☎５２－２７２６注

三豊総合病院健康教室

いのち輝く　みんなの未来

やまびこテレホン
☎２３−０９００

１１月は子ども・若者育成支援強調月間
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　市
民
課

　☎
２３

−

３
９
２
４

　年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、

国
民
年
金
保
険
料
を
「
社
会
保

険
料
控
除
」
と
し
て
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　平
成
２５
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
３０
日
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人
に
￢
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
の
は
が
き
が
１１
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確

定
申
告
に
、
必
ず
こ
の
証
明
書

等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

１０
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
の

間
に
こ
と
し
初
め
て
保
険
料

を
納
付
し
た
人
は
、
翌
年
２

月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

−

０
７
０

−

１
１
７

（
１１
月
１
日
～

 

　
　平
成
２６
年
３
月
１４
日
）

　市
民
課

　☎
２３

−

３
９
２
４

　老
齢
年
金
（
老
齢
ま
た
は
退

職
を
事
由
と
す
る
年
金
）
は
、

雑
所
得
と
し
て
所
得
税
と
復
興

特
別
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
扶
養
親

族
等
申
告
書
」
を
１１
月
初
旬
ま

で
に
郵
送
し
ま
す
。
必
ず
、
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　こ
の
申
告
書
に
よ
り
、
翌
年

中
に
受
給
す
る
年
金
に
係
る
所

得
税
の
源
泉
徴
収
税
率
が
決
定

し
ま
す
。
提
出
し
な
い
場
合
は

各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
税
率
も
異
な

り
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
１

　１２
月
１
日
、
全
国
一
斉
に
住

生
活
総
合
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
住
生
活
の
安
定
、

向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を

推
進
す
る
上
で
の
大
切
な
資
料

に
な
り
ま
す
。
対
象
世
帯
に
は
、

１１
月
下
旬
ご
ろ
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
の
で
、
調
査
票
の
記
入

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　建
築
課

　☎
５２

−

１
２
１
１

●

閉
校
記
念
誌

購
入
を
希
望
す
る
人
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

観
音
寺
南
小
学
校

　
　
　
　☎

２５

−

４
６
７
５

　
　
　
　（

１１
月
２９
日
ま
で
）

観
音
寺
東
小
学
校

　
　
　
　☎

２５

−

２
２
１
９

（
平
成
２６
年
１
月
３１
日
ま
で
）

●

閉
校
に
伴
う
校
舎
開
放

１１
月
２４
日
（
日
）

観
音
寺
南
小
学
校

　＝
午
後
１
時
～
午
後
４
時

観
音
寺
東
小
学
校

　
　
　＝
正
午
～
午
後
４
時

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
を
郵
送

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」の

　
　
提
出
を
お
忘
れ
な
く

本
年
度
末
に
閉
校
の
観
音
寺
南

小
学
校
と
観
音
寺
東
小
学
校

　
　
閉
校
記
念
誌
と
校
舎
開
放

平
成
２５
年
住
生
活
総
合
調
査

お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

11月は児童虐待防止推進月間

児童虐待

連絡先

さしのべた　その手がこどもの　命綱

身体的虐待＝暴力など危害を加えたり、無理なこと

をさせて身体を酷使したりするなど

心理的虐待＝言葉の脅しや無視、兄弟間の差別など

性 的 虐 待＝性的行為の強要、ポルノグラフィーの

被写体にするなど

ネグレクト＝食事を与えない、ひどく不潔にする、

関心がない、病気などのとき医者に診

せないなど

● 市家庭児童相談室　☎２３−３９５７

　午前８時３０分～午後５時１５分、月～金曜日（祝日を除く）

● 子育て支援課　☎２３−３９６２（夜間などは守衛室に転送し、担当者に連絡）

● 観音寺警察署生活安全課　☎２５−０１１０

● 西部子ども相談センター　☎０８７７−２４−３１７３

● 子ども女性相談センター　☎０８７−８６２−８８６１

● 子どもと家庭の電話相談　☎０８７−８６２−４１５２

　午前９時～午後９時、月～土曜日（祝日を除く）

！ 子どもや親の様子が変
！ 身近で虐待に気が付いた
！ 自分が虐待をしてしまう
！ 自分が虐待されている

緊急時や生命に
危険が及ぶ場合は、
迷わず警察へ！！

※連絡を受けたら、家族を支援する機関が関わりや

見守りを始めます。相談や通告をした人の情報が

漏れることはありません。

こんな時は相談や通告を

注
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料

　１１
月
１６
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

１１
月
１７
日
（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
会
議
室

キ
ッ
ズ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

お
は
な
し
会
、
親
子
で
絵
本

作
り
、
し
お
り
・
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
作
り
、
パ
ネ
ル
展
、
読

書
感
想
文
発
表
会
、
群
読
＆

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

学
校
教
育
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
０

　子
ど
も
た
ち
の
力
作
が
勢
ぞ

ろ
い
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。１１

月
３０
日
（
土
）
～
１２
月
１
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

小
学
校
（
書
写
、
図
画
工
作
、

家
庭
科
）、
中
学
校
（
書
写
、

美
術
、
技
術
・
家
庭
科
）

教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５４

−

９
０
０
３

い
い
日
、
い
い
日
、
毎
日
、

　あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
１０
時

～
午
後
５
時
）

強
化
週
間
外
で
も
、
平
日
（
午

前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５

分
）
に
相
談
を
受
け
付
け
。

人
権
課

　☎
２３

−

３
９
２
８

１１
月
２６
日
（
火
）

文
書
作
成
の
キ
ホ
ン
＝
午
前

１０
時
３０
分
～
正
午
／
カ
レ
ン

ダ
ー
＝
午
後
１
時
３０
分
～
午

後
３
時

中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

文
字
入
力
が
で
き
る
人

各
講
座
先
着
２０
人

（
２
講
座
受
講
可
）

各
講
座
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０

円
（
当
日
集
金
）

１１
月
２０
日
（
水
）
ま
で

　生
涯
学
習
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　読
書
で
広
が
る
人
の
わ
、

　
　
　
　
　街
の
わ
、
心
の
わ

　法
務
省
で
は
、
全
国
の
法
務

局
に
専
用
相
談
電
話
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置

し
、
女
性
の
人
権
問
題
を
め
ぐ

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
法
務
省
や
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
毎
年

強
化
週
間
に
、
平
日
の
電
話
相

談
時
間
の
延
長
や
、
休
日
の
電

話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

☎
０
５
７
０

−

０
７
０

−

８
１
０

１１
月
１８
日
（
月
）
～
２４
日
（
日
）

観
音
寺
子
ど
も
読
書

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ｅ

−

と
ぴ
あ
・
か
が
わ

出
張
体
験
パ
ソ
コ
ン
講
座

小
・
中
学
校

　
教
育
文
化
祭
展
覧
会

１１
月
１１
日
は「
介
護
の
日
」

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

石
村

　光
德
さ
ん

（
香
川
県
水
泳
協
会
名
誉
会
長
）

平
成
２５
年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

功
労
者
と
し
て
、
文
部
科
学

大
臣
か
ら
表
彰

三
宅

　功
朔
さ
ん

第
６８
回
国
民
体
育
大
会
ス
ポ

ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
少
年

男
子
棒
高
跳
び
で
優
勝

お
め
で
と
う

　
　

  
ご
ざ
い
ま
す

専
用
相
談
電
話

強
化
週
間
中
の
相
談

募
　集

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

相
　談

料 注
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　お
祭
り
の
余
韻
を
存
分
に
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
ち
ょ
う
さ
会
館
を
さ
ら
に

活
性
化
し
、
ち
ょ
う
さ
文
化
の

発
信
局
と
し
て
発
展
を
図
り
ま

す
。１１

月
３
日
（
祝
・
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

青
空
の
も
と
で
太
鼓
を
た
た

こ
う
、
ち
ょ
う
さ
関
連
グ
ッ

ズ
販
売
、
和
太
鼓
競
演
、
銭

形
く
ん
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
な

どち
ょ
う
さ
会
館
の
駐
車
場
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
一
の
宮

公
園
駐
車
場
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

ち
ょ
う
さ
会
館

　
　
　
　☎

５２

−

５
５
０
０

　こ
と
し
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
大

き
さ
や
形
の
手
作
り
ち
ょ
う
さ

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

１１
月
３
日
（
祝
・
日
）
～
１２
月

１５
日
（
日
）

ち
ょ
う
さ
会
館

　
　
　
　☎

５２

−

５
５
０
０

１１
月
４
日
（
休
・
月
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

観
音
寺
・
伊
吹
い
り
こ
を
Ｐ

Ｒ
し
、
そ
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
。「
い

り
こ
だ
し
試
飲
コ
ー
ナ
ー
」「
い

り
こ
モ
ン
ス
タ
ー
を
探
せ
！
」

を
は
じ
め
、
い
り
こ
商
品
や

グ
ッ
ズ
の
販
売
、
い
り
こ
飯

の
販
売
な
ど

観
音
寺
市
観
光
協
会

　
　
　
　☎

２４

−

２
１
５
０

俳
跡
一
夜
庵
と
琴
弾
公
園

　
　パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り

１１
月
１６
日
（
土
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

観
音
寺
駅
集
合
、
本
山
駅
解
散

観
音
寺
の
歴
史
・
文
化
を
訪

ね
る
コ
ー
ス
（
俳
跡
専
念
寺
・

一
夜
庵
で
句
碑
を
見
た
後
は

琴
弾
公
園
の
巨
石
を
散
策
し

て
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、
本
山

駅
で
ゴ
ー
ル
）

５
０
０
円

１１
月
８
日
（
金
）
ま
で

観
音
寺
市
観
光
協
会

　
　
　
　☎

２４

−

２
１
５
０

　法
泉
寺
境
内
に
は
約
２０
本
の

モ
ミ
ジ
が
植
え
ら
れ
、
特
に
入

り
口
付
近
の
樹
齢
二
百
年
に
近

い
木
は
、
晩
秋
に
赤
、
朱
、
黄
の

色
を
付
け

｢

三
色
も
み
じ｣

と

し
て
有
名
で
す
。

１１
月
１７
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

法
泉
寺
（
大
野
原
町
田
野
々
）

琴
の
演
奏
（
午
前
１１
時
～
正

午
、
午
後
２
時
～
午
後
３
時
）、

野
だ
て
茶
会
、
地
元
農
産
物

の
即
売
、
木
工
製
品
の
販
売
、

バ
ザ
ー
な
ど

商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

～
雲
辺
寺
を
背
に
瀬
戸
内
海

　ま
で
の
景
色
を
楽
し
も
う
～

１１
月
２４
日
（
日
）
午
前
１０
時
～

五
郷
活
性
化
セ
ン
タ
ー

２０
人

１
、
０
０
０
円

雲
辺
寺
山
の
麓
の
里
山
歩
き
。

年
代
に
よ
り
異
な
る
石
積
み

の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
み
か

ん
狩
り
を
楽
し
も
う
。

観
音
寺
市
観
光
協
会

　
　
　
　☎

２４

−

２
１
５
０

20

第
２
回　
観
音
寺
・
伊
吹

　
　
　
い
り
こ
マ
ル
シ
ェ

第
１６
回
も
み
じ
祭
り

ち
ょ
う
さ
文
化
の
祭
典

　
Ｉ
Ｎ
ち
ょ
う
さ
会
館

手
作
り
ち
ょ
う
さ
大
集
合
！

ま
ち
歩
き

　
石
垣
文
化
を
訪
ね
て

駅
か
ら
ウ
オ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

図書館だよりLibrary News

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

休館日　　4・11・18・25日

★古典文学講座 16日（土）　　　９：30～11：30
大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　五木寛之　著　「親鸞　激動篇　下」（講談社） 
★観音寺子ども読書フェスティバル

２日（土）　　13：30～14：10
23日（祝・土）　10：30～11：10
12日（火）　　11：00～11：30
15日（金）　　13：30～

16日（土）・17日（日）

中央図書館

豊浜図書館
１日（金）～３日（祝・日）　

９日（土）　　13：30～14：30

16日（土）　　13：30～14：00

10日（日）まで（月曜日は休館）

★リサイクル雑誌・付録の配布
　（１人につき雑誌は３冊・付録は１個まで、なくなり次第終了）
★工作教室
　紙コップでけん玉をつくろう！
★おはなし会
　紙芝居「はしの上のおおかみ」ほか
★読書感想画展
　豊浜小・中学生の作品　豊浜中央公民館と共催

ホッとメール配信中

「極上のミステリーを！」特集

おすすめ本

読書の秋。ミステリーの世界に
浸ってみませんか。

市ホームページから
登録してください。

新刊情報や行事案内などを、
毎週お知らせしています。

現在、約９００人が利用！

11 月 11 日は「おりがみの日」
折り紙が、人気キャラクターや
ご当地ゆるキャラに大変身♪

「かわいいキャラクター
　　　　　　　 　折り紙あそび」
いしばしなおこ／著・ブティック社／発行

料

料

注
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

高
松
フ
ァ
イ
ブ
ア
ロ
ー
ズ
対

　
　滋
賀
レ
イ
ク
ス
タ
ー
ズ
戦

１２
月
１４
日
（
土
）
午
後
７
時
開
始

１５
日
（
日
）
午
後
２
時
開
始

市
立
総
合
体
育
館

ペ
ア
３０
組

１２
月
５
日
（
木
）
ま
で

２
人
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
（
小
・
中
・
高

校
生
は
学
校
名
と
学
年
）、
性

別
を
記
入
し
、
は
が
き
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
左

記
へ
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

〒
７
６
９

−

１
６
９
７

（
住
所
記
載
不
要
）

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

Ⓕ
５４

−

５
７
２
１

Ⓔsp
o
rts@

city
.k

a
n
o
n
ji.

　

lg
.jp

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

１１
月
１０
日
（
日
）

観
音
寺
中
学
校
、
中
部
中
学
校

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

１２
月
５
日
（
木
）、
１２
日
（
木
）、

１９
日
（
木
）、
２６
日
（
木
）

午
後
８
時
～
午
後
９
時
３０
分

豊
浜
小
学
校
体
育
館

初
心
者
、
経
験
者
も
可

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
な
ど

無
料

１１
月
２９
日
（
金
）
ま
で

観
音
寺
市
体
育
協
会

　教
育
委
員
会
豊
浜
分
室

　
　
　
　☎

５２
−

１
２
０
３

１２
月
８
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら
受
付

柞
田
小
学
校
体
育
館

キ
ン
ボ
ー
ル

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

５０
人

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

な
ど

１１
月
２９
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
１
３

　
　
　（
大
野
原
支
所
２
階
）

１１
月
１７
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

常
磐
公
民
館

ジ
ャ
マ
イ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
、
日
本
な

ど
の
料
理

１
、
０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
が
必
要

　秘
書
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
５

観
音
寺
市
国
際
交
流
協
会

女
子
の
部

（
男
女
混
合
の
部
と
重
複
不
可
）

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
（
選
手
４
人
）

１
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
未
満

２
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
以
上

男
女
混
合
の
部
（
男
性
２
人
ま
で
）

１２
月
１
日
（
日
）

午
前
８
時
１０
分
か
ら
受
付

市
立
総
合
体
育
館

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

務
す
る
人

３
０
０
円
／
人
（
保
険
料
含
む
）

１１
月
２２
日
（
金
）
ま
で

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

資
源
回
収
予
定

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
と
グ
ッ
ズ
を

　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

参
加
者
募
集

初
心
者
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

お
国
自
慢
の
料
理
大
会

参
加
者
募
集

健
康
づ
く
り　
冬
季
ソ
フ
ト

　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
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交通指導員の活動

ベルトした？　みんなしたよが合言葉

～子どもの安全見守り～

市内の交通事故

市民課市民生活係　☎２３－３９２４

　交通指導員は、毎週月・木曜日と県民の交通安全日

などの朝の通学時間帯に、危険な交差点で交通事故が

起きないよう、登校中の子どもたちに危険がなく、安

全に道路を横断できるよう交通指導をしています。ま

た、年間を通して子どもや高齢者への交通安全教室や

各種行事での交通指導などさまざまな場面で活躍して

います。

　最近、シートベルトをしていない人が多く見られま

す。また、黄色信号での交差点進入など交通マナーの

悪さが指摘されています。少しの油断が大きな事故を

引き起こします。交通ルールとマナーを守り、交通事

故ゼロを目指しましょう。

スポーツ行事

月　日 行　　　　事

１１／１６
三観地区中学校ライオンズカップ
　　　　　　　　　　　　バレーボール大会
９：００～／市立総合体育館

１７

ＷＥＳＴカップバレーボール大会
８：３０～／市立総合体育館ほか
第８回香川県ペタンク協会西讃地区大会
８：３０～／総合運動公園
第２回香川県社会人ソフトテニス選手権大会
９：００～／総合運動公園

２３
第３回香川県小学生大会（新体操）
９：００～／市立総合体育館

２４
第８回市民スポーツ祭
８：００～／総合運動公園ほか４会場

３０
西日本最強ドッジボール大会
９：００～／市立総合体育館

１２／７
三観地区中学校新人駅伝大会
９：００～／総合運動公園

８
第１１回銭形杯観音寺オープン
　　　　　　　　　　　バドミントン大会
８：３０～／市立総合体育館

発生件数 ３７５件（３７７件）

死 者 数 ４人（　　８人）

負傷者数 ４５４人（４６７人）

１／１～９／３０

（　）内は昨年

ス
ポ
ー
ツ

試
合
日
時

料 料

料持 持

持注

主

主



１１
月
１
日
（
金
）
～
１２
日
（
火
）

事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

高
松
法
務
局
筆
界
特
定
室

☎
０
８
７

−

８
５
１

−

６
３
８
４

１１
月
１３
日
（
水
）
～
１５
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

１１
月
１２
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

１１
月
１８
日
（
月
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

　マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
三
豊
市
）

県
内
当
事
者
の
ピ
ア
ノ
演
奏

や
合
唱
な
ど

基
調
講
演
「
語
る
こ
と
の
ふ

し
ぎ
～
人
を
い
や
し
、
は
ぐ

く
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
は
～
」
講
師
／
鳥
取
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
・
菊

池
義
人
教
授

香
川
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
２
９
４

１１
月
９
日
（
土
）

午
後
７
時
～
午
後
９
時

観
音
寺
第
一
高
等
学
校
運
動
場

月
お
よ
び
そ
の
ク
レ
ー
タ
ー
、

金
星
、
二
重
星
な
ど
の
観
察

同
校

　
　☎

２５

−

４
１
５
５

（
午
後
３
時
～
午
後
４
時
）

　小
・
中
・
高
等
部
の
児
童
生

徒
が
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を

発
表
す
る
学
習
発
表
会
で
す
。

１２
月
７
日
（
土
）

午
前
９
時
３０
分
～

　同
校

　☎
２５

−

１
７
７
５

　「
冬
の
ま
つ
り
」
で
１１
月
２３
日

（
祝
・
土
）
午
後
４
時
３０
分
か
ら
午

後
７
時
ま
で
駅
通
り
の
一
部
が

歩
行
者
専
用
道
路
に
な
り
ま
す
。

　日
本
料
理
店
主
を
講
師
に
正

月
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

１２
月
７
日
（
土
）

午
前
１０
時
～
午
後
１
時

働
く
婦
人
の
家
１
階

（
市
役
所
本
庁
の
横
）

正
月
料
理
（
海
鮮
と
レ
ン
コ

ン
の
揚
げ
あ
ん
か
け
橙
（
だ

い
だ
い
）
釜
仕
立
て
、
だ
て

巻
き
玉
子
な
ど
）

３０
人
（
１
グ
ル
ー
プ
４
人
ま

で
）
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

５
０
０
円
／
人
（
当
日
集
金
）

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

１１
月
２０
日
（
水
）
必
着

往
復
は
が
き
に
住
所
と
氏
名
、

代
表
者
の
電
話
番
号
、「
料
理

教
室
参
加
希
望
」
と
記
載
し
、

左
記
へ
郵
送

〒
７
６
８

−

０
０
４
０

柞
田
町
甲
１
０
４
７

（
株
）
観
音
寺
地
方
卸
売
市
場

香
川
県
農
業
生
産
流
通
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
４
１
６

１１
月
１５
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

高
松
法
務
局
観
音
寺
支
局

中
学
卒
業
（
見
込
含
む
）
１７

歳
未
満
の
男
子

推
薦
＝
１１
月
１
日
（
金
）
～
１２

月
６
日
（
金
）（
試
験
は
平
成
２６

年
１
月
）

一
般
＝
１１
月
１
日
（
金
）
～
平

成
２６
年
１
月
１０
日
（
金
）
（
試

験
は
１
月
１８
日
（
土
））

受
験
料
と
入
学
金
は
無
料

　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　☎

２５

−

６
１
２
２

１２
月
２２
日
（
日
）
午
後
４
時
～

琴
弾
荘
（
有
明
町
）

独
身
男
性
＝
２５
～
４５
歳
で
、

市
内
に
在
住
し
定
職
に
就
い

て
い
る
人
、
ま
た
は
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
人

独
身
女
性
＝
２５
～
４５
歳
で
、

住
所
は
問
い
ま
せ
ん

男
女
各
５０
人
程
度

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

男
性
３
千
円
、
女
性
２
千
円

１２
月
５
日
（
木
）
ま
で

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
実
行
委
員
会

観
音
寺
商
工
会
議
所

　
　
　
　☎

２５

−

３
０
７
３

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会

　
　
　
　☎

５４

−

２
１
５
９

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会
豊
浜

支
所

　
　☎

５２

−

２
５
３
６

１１
月
２１
日
（
木
）
午
前
１０
時
～

正
午
、
午
後
２
時
～
午
後
４
時

香
川
県
農
業
協
同
組
合
三
豊

地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
３
階
大

ホ
ー
ル
（
植
田
町
１
７
３
５
）

事
前
に
送
付
し
た
関
係
書
類

会
場
は
前
年
と
変
更

観
音
寺
税
務
署
法
人
課
税
第

１
部
門

　☎
２５

−

２
１
９
１

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等

の
教
育
を
受
け
、
併
せ
て
技
術

的
な
識
能
を
有
す
る
陸
曹
と
し

て
必
要
な
専
門
教
育
、
防
衛
基

礎
学
や
各
種
訓
練
を
受
け
ま
す
。

ま
た
、
提
携
す
る
通
信
制
高
等

学
校
に
編
入
学
し
、
手
当
の
支

給
を
受
け
な
が
ら
高
等
学
校
教

育
等
を
受
け
る
制
度
で
す
。
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

県
立
香
川
西
部
養
護
学
校

　
　
　
「
ふ
れ
あ
い
の
日
」

秋
の
一
般
公
開
天
体
観
察
会

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

　
　
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

第
４２
回
香
川
県

　
精
神
保
健
福
祉
大
会

正
月
料
理
教
室

土
地
の
筆
界（
境
界
）に

　
　
　
関
す
る
相
談
所

就
農
相
談

年
末
調
整
説
明
会

自
衛
官
採
用
試
験

交
流
定
住
促
進
事
業

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
」

相
　談

募
　集

お
知
ら
せ

情
報

掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

持

持 料

料
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１３日（水）・２７日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　２０日（水）午前１０時～午

後３時　本庁地下会議室　日本年金機構善通寺年金事

務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　６日（水）

午前１０時～午後３時　本庁地下会議室　街角の年金相

談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）

　　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　８日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１４日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　

１２日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室１

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１３日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　７日（木）・２１日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ７日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１０日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　 　先着３人 　６日（水）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談

室　保健師

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　 １２日（火）・２６日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 ５日（火）・１９日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ７日（木）・２１日（木）午前１０時～正午

　　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ５日（火）

・１９日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

６日（水）午前１０時～午後 4 時　観音寺市中央公民館２

階会議室　 就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　　土・日

・祝を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成セ

ンター

行政相談　☎２３−３９１５　　１５日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所

所

所
所

所

数

数

内 対

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講

講所

こ
る
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　一
人
ひ
と
り
が
火
元
の
確
認

を
心
が
け
、
火
災
予
防
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

9
30

火
災

救
急

２
、０
６
９
件

17
件

　

　　
火
災

救
急

平
成
２５
年
度

　全
国
統
一
防
火
標
語

消
す
ま
で
は

　
　心
の
警
報

　Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

　毎
年
１１
月
９
日
か
ら
１５
日
ま

で
の
７
日
間
、
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気

が
乾
燥
し
た
状
態
が
続
き
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
所
で
火
気
を
使
う
機

会
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、
火
災
予
防
の
知
識
や
意

識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
た
き
火
や
子
ど
も
の
火

遊
び
、
暖
房
器
具
を
誤
っ
て
使

用
す
る
な
ど
、
不
注
意
か
ら
起

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

９月１日～３０日（敬称略）

香典返し

室 本 町

豊浜町箕浦

本 大 町

流 岡 町

坂 本 町

久保　眞一＝

山下　尊央＝

松浦　純子＝

小山　晃俊＝

高木　　研＝

観音寺市バレーボール協会

土岐　裕子＝

矢野　泰弘＝

池之尻町

坂 本 町

チャイルドシート・
ジュニアシート寄付

一般寄付
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今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

63,286 
30,405 

24,200 
32,881

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

平
ひら

塚
づか

古墳④（大野原町）観音寺市の
　古墳文化

１０月１日現在
 外国人を含む

１１

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

11 月の納税・納付
国民健康保険税　　　　（３期）
後期高齢者医療保険料　（５期）
介護保険料　　　　　　（３期）
納期限　12月 2日（月）

納め忘れのないよう、便利な口座振替をぜひ
利用してください。税務課　☎２３－３９２２

医
歯

薬

競

競

競

高
伊

保
いき
ふれ

共福休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
競輪場
高室公民館
伊吹公民館

愛育会行事

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

豊福

愛

羽崎病院

よしだ歯科クリニック

そうごう薬局観音寺店

姫浜調剤薬局

みとよ内科にれクリニック

もとだい調剤薬局

ケイ・アイ薬局

クニタクリニック

スター調剤薬局柞田店

姫浜調剤薬局

小林整形外科医院

かもだ歯科医院

快生堂くにた調剤薬局

ひまわり調剤薬局三豊

香川井下病院

はまだ歯科・矯正クリニック

はないな薬局

第健調剤薬局

渡辺ハートクリニック内科

篠丸歯科医院

ファーマシィ観音寺薬局

快生堂豊浜調剤薬局

豊田公民館

栄町　 ☎25−3382

高屋町 ☎25−8773

栄町　 ☎25−6551

豊浜町 ☎52−1733

本大町  ☎25−1117

本大町  ☎23−3366

豊浜町  ☎52−1818

柞田町  ☎25−1577

柞田町  ☎56−1280

豊浜町  ☎52−1733

柞田町 ☎25−7311

坂本町 ☎23−3020

柞田町 ☎24−1339

豊浜町 ☎52−5100

大野原町☎52−2215

豊中町  ☎62−3500

大野原町☎56−3181

豊浜町  ☎56−3477

植田町  ☎23−2022

高瀬町  ☎72−3788

植田町  ☎57−6860

豊浜町  ☎56−3260

医 医

医

医

医

医

歯

歯

歯

歯

薬

薬

薬

薬

薬

薬

３カ月児健診

育児相談

のびのび教室

保

保

保

伊

高

高

高

高

保

いき はつらつ会

筋力つけんな～教室

もぐもぐレッスン

9:00～11:00

13:30～15:00

10:00～11:30

いき

いき

いき

いき

いき いき

はつらつ会

筋力つけんな～教室

はつらつ会

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 11:00

健康栄養相談

ふれあい広場

あぶあぶひろば

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

骨密度測定

ぴよぴよクラブ

元気なのぅ（脳）～教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

14:00 ～ 15:30

いき

いき

育児相談

ぴよぴよクラブ

健康相談・骨密度測定

ぴよぴよクラブ

10 カ月児相談

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

9:30 ～ 11:30

13:15 ～ 13:45

いき

いき

いき

ふれあい広場

あぶあぶひろば

のびのび教室

ふれあい広場

あぶあぶひろば

３歳児健診

ふれあい広場

あぶあぶひろば

さわやか栄養教室

１歳６カ月児健診

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

14:00 ～ 15:30

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 14:15

ふれ

（旧観音寺市 H22 年 4 月生まれ）

（旧観音寺市 H24年
　３月２７日～４月３０日生まれ）

（旧観音寺市 H25 年１月生まれ）

（H25 年 5 月生まれ）

ぴよぴよクラブ

  茶話会

いき

いきいき

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 11:30

ぴよぴよクラブ

健康栄養相談

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

いき いき

いき

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

14:00～14:30

9:30～11:00

13:30～15:00

9:00～16:00

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

のびのび教室

市役所ロビー

ぴよぴよクラブ

3 カ月児健診

はつらつ会

1 歳 6 カ月児健診

ひまわりの会

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

  9:30 ～ 11:30
12:30 ～ 16:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

13:00 ～ 16:00

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
Ｈ25 年 7 月・8 月生まれ）

要予約

（●玄門立柱石　▲支え石）

右側壁の玄門部の状況

　平塚古墳の横穴式石室には、他

の古墳にはない珍しい構築方法が、

玄室の入口部分にあります。普通

は天井石を玄
げん

門
もん

立
りっ

柱
ちゅう

石
せき

だけで支え

るのですが、平塚古墳の場合は天

井石が大きいため、玄門立柱石と

支え用の石の二石で支える特殊な

構造をとっています。

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
   Ｈ24 年 3 月・4 月生まれ）

要予約

（旧観音寺市 H25 年
　7月28日～8月31日生まれ）

献血

豊福

豊福

共福

献血

愛 保


